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１．研究の背景と目的 

 我が国の目指す未来社会は，「Society 5.0」1)におい

てデジタル技術を活用して経済発展と社会的課題の

解決を両立する“人間中心の社会”であるとされてお

り，社会インフラの一つである道路についても機能

や役割を見直す動きが見られる．2020 年には国土交

通省によって「2040 年，道路の景色が変わる」2)とい

う提言集が取りまとめられ，生活道路は多様な交通

が行き交う重要な対象空間であるとしている． 

このような歩車混在道路を人間中心に回帰させる

には，歩行者の安全性確保と併せて自動車の騒音や

排気ガスといった環境面の改善も重要な視点である． 

道路環境の調査では道路を通行する自動車の車種

別交通量を計測し，二酸化炭素排出量の原単位から

算出する手法が用いられているが，これら環境調査

を歩行者と自動車が共存する狭幅員道路で実施する

機会は少ない．歩車が混在する道路において二酸化

炭素の排出量や騒音の実態を把握することで，歩行

者と車両の関係性を質的にとらえることが可能とな

り，歩車が混在する生活道路の改善に寄与すること

ができると考える． 

そこで本研究では，歩車混在道路において歩行者

や自動車の交通量を自動計測する共に，AI を利用し

た画像解析技術でナンバープレートの情報を自動で

読み取り，その結果と車検情報とリンクすることで

環境質を計測するための詳細な車両情報を収集する

手法の確立を目的とした． 

２．研究手法  

本研究では，実在の歩車混在道路で取得した車両

の画像データを用いてナンバープレートの情報（以

下、「ナンプレ情報」という．）を把握する．その後，

車両個々の車検情報とリンクすることで車両の車種

区分，燃料区分等の環境質を計測するために必要と

なる基礎的な情報の取得を試みた． 

３．分析結果 

３-１．調査概要 

本研究における対象道路は，沿道に住居や商業施

設が集積し，歩道と車道の物理的な分離がないフラ

ットな構造で，歩行者と車両の通行が確認できる宮

崎県宮崎市広島通り（以下，「広島通り」という．）と

した．道路幅員は約 8m，歩道と車道は視覚的な分離

がされており，東側方向への一方通行規制となって

いる． 

調査は当該道路の沿道施設の再開発工事期中の

2024（令和 6）年 11 月 17 日（日）と施設開業後の

翌年 1 月 25 日（土）の 2 回，時間帯は 9 時から 17

時の 8 時間実施した．データ取得には道路面から高

さ 60cm の位置に三脚を用いて市販のビデオカメラ

を道路脇に設置し，動画を撮影する方法を採用した．

ナンバープレートは車両の低い位置に取り付けられ

ているため，歩行者との錯綜によるオクルージョン

が発生し，ナンプレ情報が読み取れないことが懸念

された．そこでナンプレ情報の取得率についても検

証対象とした． データ取得後の画像解析処理は，小

篠ら 3)が検討した深層学習を用いた AI システム

TRAVIC を用いており，歩行者や車種別交通量とナ

ンプレ情報の読み取りを行った．ナンバープレート

の認識は，EyeTech 社の「LPR ナンバープレート（車

番）認識エンジン」を用いた．なお，当該エンジンの

認識精度は実環境において 97%以上とされている

（中板および大板，照度 50lux 以上での認識．照明

などの環境条件によって変動．通過車両の場合は通

過速度と撮像装置に依存．）4）．本研究では車籍地（地

域名），分類番号，平仮名，一連指定番号の 4 つのナ

ンプレ情報を全て認識した．  

ナンプレ情報の読み取り後，軽自動車を除く車両

の場合は一般財団法人 自動車検査登録情報協会の

「自動車検査登録情報提供サービス」を，軽自動車の
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場合は一般社団法人 全国軽自動車協会連合会の「軽

自動車検査情報提供サービス」を使用して車種及び

燃料を把握した．   

３-２．ナンプレ情報の取得率 

 両日のナンプレ情報取得率は，開業前 73.8％，開

業後 72.7％とほぼ同率となった．ピーク 1 時間の交

通量は，開業前後で約 50 台から 60 台に，歩行者は

約 500 人から 600 人へと両者ともに 2 割程度増加し

ている．人流の集計結果では車道部を通行する歩行

者が 3 割程度確認されており，歩車の錯綜によるオ

クルージョンが原因でナンプレ情報を読み取れなか

ったと考察している．ただし，7 割以上のサンプル率

であれば車両特性の全体傾向を把握する上では実用

のレベルにあると考える。白木ら 5)は幹線道路にお

いて二酸化炭素の排出量の試算を同種調査で実施し

ているが，ナンプレ情報のサンプル数は標本誤差±

5%以内を目安として設定している． 

３-３．車両情報の取得 

ナンプレ情報と車検情報をリンクし広島通りを通

行した車両の燃料区分を分析した結果を図1に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 通過車両の燃料区分の内訳 

開業後はガソリン車の増加が確認できるが，これ

は沿道施設関連の荷捌き車両の増加と考えられる． 

歩行者の視点では，自動車交通量の多少だけでは

なく，燃料区分が特定できることで各車両の二酸化

炭素の排出係数から時系列的に排気ガス排出量を算

出し，人体への影響の推定も可能となる．しかし，今

回の画像データを用いた AI 画像解析では車両位置

の推定誤差が大きく，排気ガス排出量の算出に必要

となる速度の推定が不安定となったことが新たな課

題となった． 

４．まとめ 

 実空間の歩車混在道路における環境質を評価する

ために必要となるデータを，AI 画像解析により効率

的に取得する手法の可能性について確認することが

できた．二酸化炭素排出量を算出するための燃料区

分等の情報については，歩車混在空間であっても 7

割程度の取得が可能である．ナンプレ情報のサンプ

ル取得率は歩行者の通行量に影響を受ける可能性が

あることから，交通環境の異なる状況下で検証する

必要がある．また、通行する車両の速度計測の自動化

のアルゴリズムは構築したものの，車両のバウンデ

ィングボックスのブレによって速度が安定しないと

いう課題が明らかとなった．この課題に対しては，

LiDAR による精緻な位置情報の把握や様々な角度の

教師データ整備，解析アルゴリズムの見直しの両面

からアプローチする必要があると考える．今後は，同

種データを用いて自動車騒音を推定し，歩車共存空

間の静穏化に関する評価手法についても検討したい． 
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